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お知らせ
• 留守メモ一覧画面では新しい順に表示されます。未確認の留守メモは が表示されます。

録音された簡易留守メモを消去する
録音された簡易留守メモを消去するには、簡易留守メモリスト画面で消去したいデータを選択
しI(メニュー)から「削除」を選択してください。

着信制限を設定する
W61PTでは指定電話番号からの着信、非通知着信、公衆電話からの着信、電話番号を通知で
きない着信、アドレス帳登録外からの着信などに着信制限をかけることができます。

◆着信制限で着信拒否が可能なもの(お買い上げ時の設定：すべてOFF)

ご注意
• 割込通話サービス(→P382)による呼び出しには着信拒否できません。

お知らせ
• 着信拒否に該当する着信があったときは、着信音や着信ランプでお知らせしません。

指定番号を拒否する
指定番号に登録した電話番号の着信を拒否します。

◆ 指定番号(着信拒否する電話番号)を登録する

着信拒否する電話番号を登録します。電話番号は10件まで登録できます。

Q 指定番号画面(→P61)で[指定番号一覧]を選びC(選択)を押す

W 番号を選びC(編集)を押す

E 電話番号を入力しC(登録)を押す
お知らせ

• 指定番号入力画面でI(メニュー)を押すと、アドレス帳、着信履歴、発信履歴から登録ができます。
• 着信履歴／発信履歴の電話番号は、履歴画面のサブメニューから登録することもできます(→P57)。

◆ 指定番号拒否を設定する

Q 待受画面でCを押す

W [機能設定]を選択してC(選択)を押す

E 4(プライバシー／制限)→3(着信拒否)を押す

R ロックNo.を入力してC(OK)を押す

指定番号 指定番号拒否を設定する(→P60)

非通知番号 非通知着信拒否を設定する(→P62)

公衆電話 公衆電話着信拒否を設定する(→P62)

アドレス帳登録外 アドレス帳登録外着信拒否を設定する(→P63)

通知不可能 通知不可能着信拒否を設定する(→P62)

着信拒否画面
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T [指定番号]を選びC(選択)を押す

Y [指定番号一覧］を選びC（選択）を押す
指定番号一覧が表示されます。これでよければT（戻る）を押します。新たに登録する
場合は、「指定番号（着信拒否する番号）を登録する」（→P60）をご参照ください。

U [ON／OFF設定］を選びC（選択）を押す
以下の項目を選択できます。

お知らせ
• ON1(メッセージあり)を選択中にI(再生)を押すと、メッセージを再生できます。
• ON2(メッセージなし)に設定した場合、電話をかけてきた相手に通話料はかかりません。
ON1(メッセージあり)に設定した場合は相手に通話料がかかります。

◆ 指定番号拒否の解除のしかた

指定番号拒否を解除するには、上記手順７で「OFF」を選択してC(OK)を押します。

お知らせ
• 着信拒否を解除しても、指定番号に登録した電話番号は消去されません。

◆ 指定番号(着信拒否する電話番号)を編集／削除する

Q 指定番号画面(→P61)で「指定番号一覧」を選びC(選択)を押す

W 番号を選びC(編集)またはI(削除)を押す
電話番号を編集する場合は手順3へ進みます。
削除する場合は、１件削除、選択削除、全件削除のいずれかを選択できます。

E 電話番号を入力しC(登録)を押す

ON1(メッセージあり) 指定番号拒否を設定する

｢この電話番号からの電話はお受けできません｣

ON2(メッセージなし) 着信拒否をメッセージなしで設定する

OFF 着信拒否をしない

指定番号画面
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非通知(非通知番号／公衆電話／通知不可能)着信を拒否する
非通知着信、公衆電話からの着信、通知不可能着信の場合に着信を拒否します。

◆ 非通知着信拒否を設定する

Q 待受画面でCを押す

W ［機能設定］を選択してC(選択)を押す

E 4(プライバシー／制限）→3(着信拒否)を押す

R ロックNo.を入力してC(OK)を押す

T 2(非通知番号)／3(公衆電話)／5(通知不可能)を押す

Y 非通知の種類を選びC(選択)を押す
｢非通知番号｣を選択した場合、以下の項目を選択できます。

｢公衆電話｣を選択した場合、以下の項目を選択できます。

｢通知不可能｣を選択した場合、以下の項目を選択できます。

お知らせ
• ｢ON1(メッセージ1)」、「ON2(メッセージ2）」、「ON1(メッセージあり)」を選択中にI(再生)を押
すと、メッセージを再生できます。

◆ 非通知着信拒否の解除のしかた

非通知着信拒否を解除するには、上記手順6でそれぞれ｢OFF｣を選択します。

ON1(メッセージ1) 着信拒否をメッセージ1で設定する
｢この電話番号からの電話はお受けできません｣

ON2(メッセージ2) 着信拒否をメッセージ2で設定する
｢発信者番号通知がされておりません｣

ON3(メッセージなし) 着信拒否をメッセージなしで設定する

OFF 着信拒否を設定しない

ON1(メッセージ1) 着信拒否をメッセージ1で設定する
｢この電話番号からの電話はお受けできません｣

ON2(メッセージ2) 着信拒否をメッセージ2で設定する
｢公衆電話からの電話はお受けできません｣

ON3(メッセージなし) 着信拒否をメッセージなしで設定する

OFF 着信拒否を設定しない

ON1(メッセージあり) 着信拒否をメッセージ1で設定する
｢この電話番号からの電話はお受けできません｣

ON2(メッセージなし) 着信拒否をメッセージなしで設定する

OFF 着信拒否を設定しない
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アドレス帳登録外着信を拒否する
アドレス帳に登録していない電話番号の着信を拒否します。

◆ アドレス帳登録外着信拒否を設定する

Q 待受画面でCを押す

W ［機能設定］を選択してC(選択)を押す

E 4(プライバシー／制限）→3(着信拒否)を押す

R ロックNo.を入力してC(OK)を押す

T 4（アドレス帳登録外）を押す

Y 着信拒否メッセージの種類を選びC(OK)を押す
「アドレス帳登録外」を選択した場合、以下の項目を選択できます。

お知らせ
• ｢ON1(メッセージあり)」を選択中にI(再生)を押すと、メッセージを再生できます。
• ｢ON2(簡易留守メモ)」に設定した場合でも、簡易留守メモがすでに3件録音されているときは、
「ON1(メッセージあり)」で設定した動作になります。

• ｢ON3(メッセージなし)」に設定した場合、電話をかけてきた相手に通話料はかかりません。
「ON1(メッセージあり)」、「ON2(簡易留守メモ)」に設定した場合は相手に通話料がかかります。

◆ アドレス帳登録外着信拒否の解除のしかた

アドレス帳登録外着信拒否を解除するには、上記手順6で「OFF」を選択します。

着信拒否を一括解除する
Q 着信拒否画面(→P60)で6(全解除)を押す

W [はい]を選択してC(OK)を押す

ON1(メッセージあり) 着信拒否をメッセージありで設定する
｢この電話番号からの電話はお受けできません｣

ON2(簡易留守メモ) 着信したときに簡易留守メモで応答する

ON3(メッセージなし) 着信拒否をメッセージなしで設定する

OFF 着信拒否を設定しない
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